
農業委員会　☎985-7134お問い合わせ
産業振興課　☎985-7134お問い合わせ

農業委員会総会(許認可業務の審査会)が開催されました。
町農業委員会では令和８年2月25日久米島町役場において、令和7年度第11回農業委員会総会を開催し、
申請のありました案件を審議しました。
①農地法第３条の規定による許可申請 → 1件　 審議の結果許可されました。
②非農地証明願い → 1件　 審議の結果許可されました。
③農地利用集積等促進計画（案）に係る意見聴取 → 2件　 審議の結果同意されました。

　植付後・収穫直後すぐ施肥を行うことで力強い発芽・萌芽へ繋
がります。「初期成育」のスピードが最終的な茎の長さや太さに
直結します。
 「収穫したら即、追肥」を合言葉に、株の活力を維持しましょう。

　3月 2 日から 4日までの 3日間、サトウキビ栽培の第一
人者を招き、島内各地の圃場視察と熱い議論を行いました。
　視察には、サトウキビコンサルタントの杉本先生、沖縄
県農業研究センターの橘さん・富村さんといった専門家の
方々に加え、久米島製糖の職員も同行しました。現場の土
に触れながら、私たちの目標である「収穫量 7 万トン」達
成に向けた具体的なアドバイスを数多くいただきました。

　収穫後、速やかにレーキで
株を露出させ、間髪入れずに
肥料を散布している圃場です。
この時期の「即・施肥」が、
新芽の勢いを決定づけます。
株元へダイレクトに栄養を届
けることで、欠株を防ぎ、力
強い萌芽を促進します。
　施肥が遅れてしまうと生育
が遅れ結果として収量減につ
ながってしまいます。

　ウリ科作物などに被害を与えるセグ
ロウリミバエの根絶を目指し、令和７
年度よりヘリでの不妊虫放飼（実施主
体：沖縄県）を実施しています。
　令和８年度からは地上での大規模な
カゴ放飼（実施主体：久米島イモゾウムシ等防除対策協
議会）を開始します。カゴの中に蛹 ( 不妊虫 ) が入って
いますので、見かけても触らないようにお願いします。

　セグロウリミバエの発生源の多くが家庭
菜園となっています。発生源が多いと、根
絶に時間を要してしまいます。
　早期根絶を目指すため、家庭菜園でのウ
リ科作物などの栽培自粛にご協力ください。
【主な対象作物】
かぼちゃ、へちま、ゴーヤー、とうがん、モー
ウイ、きゅうり、ズッキーニ、すいか　など

　生育初期のさとうきびが、
勢いよく伸びた雑草に覆い尽
くされてしまっている状態で
す。 せっかく散布した大切な
肥料の栄養を、さとうきびで
はなく「雑草」が根こそぎ奪っ
てしまっています。また、雑
草が日光を遮ることで、新芽
の成長（光合成）を著しく阻
害し、分げつ（茎の数）が増
えない原因となります。

　新芽の中心部が茶色く枯れ
上がっている（心枯死）状態
です。これはメイチュウ類の
幼虫が茎の内部に食入し、成
長点を食べてしまった証拠で
す。 「水不足かな？」と放置し
てしまうと、次々と周囲の株
へ被害が広がり、最終的には
**「欠株（けっかぶ）」だらけ
のスカスカな畑 ** になってし
まいます。薬剤による防除を
徹底しましょう。

許可申請書及び届出等の申請締め切り日 →　４月15日(水)
令和８年度第１回（４月）農業委員会総会の開催日   →　４月27日(月)

申請についてご不明点等がありましたら、農業委員会事務局まで連絡お願いします。

農業委員会だより

産業振興課　営農班　☎985-7134お問い合わせ

次期の豊作は、今この瞬間の『ひと手間』で決まる！

写真で振り返る「増産へのヒント」

専門家と歩いた３日間　収穫量７万トンへの道筋

～植付後・収穫後ケアの徹底が、来年の収益を左右します～
セグロウリミバエの根絶へのご協力をお願いします
早期根絶のため、町民のみなさまの協力が必要です

差がつく新植・株出し管理テクニック

産業振興課からのお知らせ 農家の皆さまへ

目指せ単収 7.0ｔ

 宮平さん
  （久米糖）

    橘さん
    （農研）   友寄さん

 （久米糖）

    玉城さん
 （赤平ファーム）

   杉本先生
富村さん
 （農研）

・・・

重要

　雑草は肥料分を奪うだけでなく、害
虫の温床にもなります。雑草が生える
前に土壌処理剤を散布し対策を行いま
しょう。

これぞお手本！
収穫直後のスピード管理！

雑草に栄養が
盗まれてます！

『メイチュウ』の食害に
要注意！

カゴ放飼を実施します
見かけても触らないで！

家庭菜園でのウリ科植物
栽培自粛のお願い

　オキナワスズメウリ、アメリカスズメウリ、オオカラス
ウリ、ケカラスウリなどの野生のウリ科植物にもセグロウ
リミバエが寄生することがあります。　　

　緊急防除区域（ 沖縄本島、伊平屋村、伊
是名村、伊江村 ）で栽培されたウリ科等の
作物は久米島に持ち込むことができません。
ただし、合格証ラベルがついたものは持ち
込み可能です。
　久米島空港及び兼城港ターミナルに移動
が制限されている対象作物を掲示していま
すので、ご確認ください。

また、沖縄県HPでもご確認い
ただけます。右記に二次元
ゴートよりご確認ください。

野生のウリ科植物を見つけたら
除去をお願いします

庭や畑などで発見したとき 寄生が疑われるとき

作物の持ち込みに
ご注意ください

①植物を除去する
②町指定のゴミ袋に入れて密閉
③もえるごみ（生ごみ）として
　出す　　　　　　　　　　　処分方法についてご不明な点がありましたらお問い合わせください。

①20cm以上の穴を掘る
②植物を埋めて処分する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カゴ放飼（設置例）

オキナワスズメウリ アメリカスズメウリ オオカラスウリ ケカラスウリ
写真：「セグロウリミバエ防除ハンドブック」より（沖縄県病害虫技術センター）　　　

①植付後・収穫後、即「肥料」 ② 徹底した「除草」管理
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